
1.6億円

205.0

収入 支出

202.9億円
197.9億円

5.0億円200.0

195.0

190.0

185.0

180.0

175.0

170.0

205.0

収入 支出

196.3億円 197.9億円

前年度繰越金など
6.6億円

200.0

195.0

190.0

185.0

180.0

175.0

170.0

※黒字額5.0億円には、翌年度繰越事業の財源0.2億円を含む。

平成24年度単年度で考えると…

平成24年度の決算状況
　

平
成
24
年
度
の
収
入
は
202
・
9
億
円
、

支
出
は
197
・
9
億
円
で
、
収
入
と
支
出
の

差
し
引
き
で
は
、
5
・
0
億
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
24
年
度
の
収
入
202
・
9

億
円
の
う
ち
、
6
・
6
億
円
は
前
年
度
か

ら
の
繰
越
金
で
あ
る
た
め
、
純
粋
な
平
成

24
年
度
の
収
入
は
196
・
3
億
円
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
度
の
単
年
度
で

考
え
る
と
、
１
・
6
億
円
の
赤
字
が
生
じ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
24
年
度
の
純
粋
な
収
入

の
み
で
は
支
出
を
賄
い
き
れ
な
か
っ
た
こ

と
を
示
し
て
お
り
、
決
し
て
楽
と
は
言
え

な
い
台
所
事
情
に
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

平成24年度決算平成24年度決算

登別市の台所事情登別市の台所事情

問い合わせ　財政グループ（☎85１３３１）問い合わせ　財政グループ（☎85１３３１）

　平成24年度の市の予算は、 3月31日で会計年度を終了し、　平成24年度の市の予算は、 3月31日で会計年度を終了し、
未払金や未収金を整理する期間を終えて、 5月31日をもって、未払金や未収金を整理する期間を終えて、 5月31日をもって、
すべての支払いや収入を終えました。すべての支払いや収入を終えました。
　今号では、皆さんの納めた税金がどのように使われたかな　今号では、皆さんの納めた税金がどのように使われたかな
ど、平成24年度決算についてお知らせします。ど、平成24年度決算についてお知らせします。

■
一
般
会
計

一
般
会
計
と
は
、
税
金
な
ど
を
財
源
に
、
福
祉
や
教
育
な
ど

市
の
基
本
的
な
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

平
成
24
年
度
の
台
所
事
情

5
・
0
億
円
の
黒
字
を
確
保
す
る
も
、

単
年
度
で
は
1
・
6
億
円
の
赤
字
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支 出
197.9億円
前年度比
0.1億円
（0.1％）増

民生費
63.4億円
32.0％

その他
40.1億円
20.3％

給与費
40.2億円
20.3％

公債費
32.5億円
16.4％

土木費
21.7億円
11.0％

収 入
202.9億円
前年度比
1.5億円
（0.7％）減

市税
51.3億円
25.3％

その他
27.1億円
13.4％

市債
23.1億円
11.4％

国・道支出金
41.4億円
  20.4％

地方交付税
60.0億円
29.5％

■特別会計 特別会計とは、一般会計とは別に、保険料や使用料を財源に、国民健康保険や介
護保険、公共下水道事業など、特定の事業を行うための会計です。

全ての会計で黒字を確保

会　計 国民健康保険
特別会計

学校給食事業
特別会計

公共下水道事業
特別会計

簡易水道事業
特別会計

介護保険
特別会計

カルルス温泉
スキー場事業
特別会計

後期高齢者医療
特別会計

歳　入 67.0 3.5 27.1 0.4 30.8 1.0 6.6 
歳　出 65.5 3.5 27.1 0.4 30.3 1.0 6.6 
収　支 1.5 0.0 0.0 0.0 0.5 0.0 0.0 

■
支
出
の
状
況

■
収
入
の
状
況

支
出
額
は
、
昨
年
度
に
比
べ

0
・
１
億
円
増
の
197
・
9
億
円

収
入
額
は
、
昨
年
度
に
比
べ

１
・
5
億
円
減
の
202
・
9
億
円

● 民生費　お年寄りや子どもなどの福祉
のために使われたお金です
● 土木費　道路や公共施設などの整備や
維持に使われたお金です
● 公債費　道路や公共施設などを整備す
るために借り入れた借金を返済するた
めのお金です
● 給与費　職員に給料やボーナス、退職
手当などを支払うためのお金です

● 市税　市民の皆さんから納めていただ
いた税金です
● 地方交付税　市町村の規模や税収に応
じて国から交付されたお金です
● 国・道支出金　特定の事業に使うため
国や北海道から交付されたお金です
● 市債　道路や公共施設などを整備する
ため国や銀行から借り入れた借金です

【 民生費】後期高齢者医療費の減な
どにより、昨年度に比べ1.6億円
（2.5％）の減
【 土木費】市営住宅の建て替えや改
修費の増などにより、昨年度に比
べ2.9億円（15.6％）の増

【 市税】固定資産税の減などにより、
昨年度と比べ1.4億円（2.7％）の
減
【 国・道支出金】北海道からの道道
改良事業の委託金収入や子ども手
当交付金の減などにより、昨年度
に比べ2.7億円（6.2％）の減
【 市債】消防デジタル無線の整備の
ために借り入れた市債や退職手当
債の増などにより、昨年度に比べ
6.1億円（36.2％）の増

（億円）

ポイントポイント

ポイントポイント
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下水道会計ほか

平成24年度平成20年度平成21年度平成22年度平成23年度

500.0
428.8億円

465.3億円
452.5億円

443.5億円
429.8億円400.0

300.0

200.0

100.0

0.0

一般会計

平成23年度 平成24年度

12

10

8

6

4

2

0

10.9億円 11.1億円

備荒資金組合超過納付金
減債基金の一部
財政調整基金

基金等の取り崩しで補てん

187.0億円 190.8億円

財源不足額
3.8億円

収入 支出

200

195

190

185

180

160

165

170

175

基金の残高状況 借金残高の推移

平成25年度予算の状況

　

市
は
、
も
し
も
の
時
の
備
え
や
特
別
な

用
途
に
使
う
こ
と
を
目
的
に
、
17
の
基
金

等
に
積
み
立
て
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
台
所
事
情
が
苦
し
い
と
き

な
ど
に
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
基
金

等
は
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
の
一

部
、
北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
超
過

納
付
金
の
3
種
類
で
、
市
が
も
し
も
の
時

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
貯
金
に
当
た
り
ま

す
。

　

平
成
24
年
度
末
の
こ
れ
ら
貯
金
の
残
高

は
、
当
初
取
り
崩
し
を
予
定
し
て
い
た
5
・

　

市
は
、
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
、
将
来

に
わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
る
大
規
模
な
施
設

を
整
備
す
る
時
に
は
、
国
や
銀
行
か
ら
長

期
間
で
返
済
す
る
資
金
を
借
り
入
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
市
の
借
金
に
当
た
り
ま
す
。

　

市
の
借
金
残
高
は
、
昨
年
度
末
に
比
べ

て
、
１
・
0
億
円
減
少
し
、
平
成
17
年
度

以
降
、
8
年
連
続
で
減
少
し
て
お
り
、
借

金
の
返
済
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
半
面
、
平
成
24
年
度
の
借
金
の
返

済
額
（
公
債
費
）
は
46
・
9
億
円
（
一
般

会
計
32
・
5
億
円
／
下
水
道
会
計
ほ
か
14
・

4
億
円
）
に
上
り
、
市
の
台
所
を
圧
迫
す

5
億
円
に
つ
い
て
、
決
算
に
お
い
て
取
り

崩
し
を
取
り
や
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

か
ら
、
合
計
で
11
・
１
億
円
と
な
り
、
昨

年
度
末
の
残
高
に
比
べ
て
0
・
2
億
円
増

加
し
ま
し
た
。

る
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
予
算
（
一
般
会
計
）
で

は
、
190
・
8
億
円
の
支
出
に
対
し
て
、
187
・

0
億
円
の
収
入
し
か
見
込
め
ず
、
3
・
8

億
円
の
収
支
不
足
が
生
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
収
支
不
足
に
つ
い
て
は
、
全
額
を

貯
金
の
取
り
崩
し
で
埋
め
る
予
定
を
し
て

お
り
、
今
後
、
財
政
が
好
転
せ
ず
、
収
支

不
足
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
平
成

25
年
度
末
の
貯
金
の
残
高
は
7
・
3
億
円

ま
で
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
25
年
度
の
財
政
運
営

に
当
た
っ
て
は
、
少
し
で
も
収
支
不
足
額

を
少
な
く
し
、
貯
金
を
下
ろ
さ
な
く
て
済

む
よ
う
、
適
切
に
収
入
を
確
保
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
無
駄
な
支
出
が
な
い
か
チ

ェ
ッ
ク
を
重
ね
る
な
ど
の
努
力
を
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
で
社
会

保
障
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
老

朽
化
し
た
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に
多
く

の
お
金
を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
の

台
所
事
情
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
が
続

き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
（
市
税
）
は
、
景
気
低
迷
や

人
口
減
少
の
影
響
か
ら
、
今
後
大
き
く
増

や
す
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
、
国

の
財
政
状
況
か
ら
大
き
く
減
ら
さ
れ
る
こ

と
が
心
配
さ
れ
る
な
ど
、
市
を
取
り
巻
く

環
境
は
一
層
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
職
員
数
の
見

直
し
や
民
間
活
力
の
活
用
な
ど
、
サ
ー
ビ

ス
の
効
率
性
を
不
断
に
検
証
し
改
善
し
て

い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
時
代
の
変
化
に

よ
り
不
要
と
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
の
台
所
事
情

平
成
25
年
度
予
算
で
は
3
・
8
億
円
の

財
源
不
足

市
の
借
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

市
に
は
貯
金
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？

市
の
借
金
の
残
高
は
着
実
に
減
少

自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
貯
金
は

昨
年
度
末
に
比
べ
0
・
2
億
円
増
加
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①実質赤字比率 『比率なし』

健全化判断比率

0％
健全段階 早期健全化段階 再生段階

13.11％ 20.00％

②連結実質赤字比率『比率なし』

0％
健全段階 早期健全化段階 再生段階

18.11％ 30.00％

③実質公債費比率 『15.4％』
登別市

0％
健全段階 早期健全化段階 再生段階

25.00％ 35.00％

④将来負担比率 『86.9％』
登別市

0％
健全段階 早期健全化段階

350.00％

　

平
成
24
年
度
決
算
で
は
、
健
全
化

判
断
比
率
は
全
て
の
比
率
に
お
い
て

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
り
、
資
金

不
足
比
率
も
全
て
の
公
営
企
業
に
お

い
て
資
金
不
足
額
は
生
じ
ず
、
経
営

健
全
化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

○
早
期
健
全
化
基
準

　

4
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
が
、
１

つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
を
上
回
っ

た
団
体
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、
自
主
的
に
財
政
の
健
全
化
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
財
政
再
生
基
準

　

将
来
負
担
比
率
を
除
く
3
つ
の
健

全
化
判
断
比
率
が
、
１
つ
で
も
財
政

再
生
基
準
を
上
回
っ
た
団
体
は
、
財

政
再
生
計
画
を
策
定
し
、
国
の
監
督

の
下
で
、
財
政
再
建
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
す
。

○
経
営
健
全
化
基
準

　

資
金
不
足
比
率
が
、
経
営
健
全
化

基
準
を
上
回
っ
た
公
営
企
業
は
、
経

営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、
経
営
改

善
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、
市
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
収
入
額
に
占
め
る
、

一
般
会
計
等
（
登
別
市
は
、
一
般
会

計
に
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
を
加

え
た
も
の
）
の
赤
字
額
の
割
合
で
、

一
般
会
計
等
の
赤
字
額
の
規
模
を
示

す
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、
一
般

会
計
、
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
と

も
に
赤
字
が
生
じ
て
い
な
い
た
め
、

比
率
は
な
し
と
な
り
ま
し
た
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は
、
市
税

や
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
額
に
占

め
る
、
全
て
の
会
計
の
赤
字
額
の
割

合
で
、
市
の
赤
字
額
の
規
模
を
示
す

も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、
全
て

の
会
計
に
お
い
て
赤
字
が
生
じ
て
い

な
い
た
め
、
比
率
は
な
し
と
な
り
ま

し
た
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

実
質
公
債
費
比
率
と
は
、
市
税
や

地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
額
に
占
め

る
、
一
般
会
計
等
の
公
債
費
や
公
営

企
業
の
市
債
償
還
の
た
め
に
一
般
会

計
が
負
担
し
た
額
な
ど
の
合
計
額
の

割
合
で
、
市
の
実
質
的
な
公
債
費
の

規
模
を
示
す
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
市
債
償
還

の
た
め
に
一
般
会
計
が
負
担
し
た
額

が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

比
率
は
前
年
度
か
ら
0
・
5
㌫
上
昇

し
、
15
・
4
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

④
将
来
負
担
比
率

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、
市
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
収
入
額
に
占
め
る
、

市
債
残
高
や
退
職
手
当
引
当
金
、
土

地
開
発
公
社
の
債
務
額
な
ど
、
市
が

将
来
的
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
額
の
割
合
で
、
市
の
将
来
負
担
額

の
規
模
を
示
す
も
の
で
す
。

　

平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
市
債
残

高
が
減
少
し
た
こ
と
や
退
職
手
当
引

当
金
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

比
率
は
前
年
度
か
ら
１
・
3
㌫
改
善

　

資
金
不
足
比
率
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
公
営
企
業
の
事
業
規
模
に
占
め
る
、

資
金
不
足
額
の
割
合
で
す
。

　

平
成
24

年
度
に
お

い
て
は
、

資
金
不
足

を
生
じ
た

公
営
企
業

が
な
か
っ

た
た
め
、

全
て
の
公

営
企
業
で

比
率
は
な

し
と
な
り

ま
し
た
。

　

『
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
』
に
基

づ
き
、
登
別
市
の
平
成
24
年
度
決
算
に
お
け
る
『
健
全
化
判
断

比
率
』
と
『
資
金
不
足
比
率
』
を
公
表
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
健
全
化
判
断
比
率
と

資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

し
、
86
・
9
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

問い合わせ
財政グループ

（☎85１３３１）

いずれの公営企業とも比率なし

水 道 事 業 会 計
公共下水道事業特別会計
簡易水道事業特別会計
カルルス温泉スキー場事業特別会計

0％
健全段階 経営健全段階

20.00％

5 平成24年度健全化判断比率と資金不足比率を公表します


